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では、もう一つお尋ねします。「ＹＭＣＡって何ですか？」一方でこの質問には誰もがすぐに答えることはできないのでは

ないでしょうか。私もこの質問には一瞬沈黙してしまいます。「えっ？ＹＭＣＡってなんだっけ？」あらためて問われてみる

と答えに窮する質問です。普段あまり考えたことがないというのが本当のところでもあり、また、一言では説明しにくいのが

ＹＭＣＡなのです。この機会に、「ＹＭＣＡって何ですか？」の答えを探ってみたいと思います。 

ＹＭＣＡの始まりは１８４４年のロンドンに遡ります。当時は産業革命の真っ只中にあって、多くの青年労働者たちは日々

の労働に追われ、孤独で閉塞感のある生活を送っていたと言われています。そんな中、ジョージ・ウイリアムスというキリス

ト教を信じる１人の青年が、同じようにキリスト教を信じる青年労働者たちの集まりを作りました。それは祈祷会という形か

ら始まりましたが、目的は同世代の仲間たちの‘人格の成長’と‘生活の改善’にありました。共に集い、祈り合い、学び合

い、活動し合うことで、互いの人格の成長と生活の改善を実現する集まりが最初のＹＭＣＡだったのです。すぐに多くの若者

たちの共感を呼び、世界中に広がり、今日のＹＭＣＡ運動に発展しました。そして、現在、世界１１９の国と地域で、およそ

５８００万人の会員が、ＹＭＣＡの活動・事業に関わっています。私達の山梨ＹＭＣＡも、世界のＹＭＣＡ全体が１７０年以

上をかけて大きく成長した大樹だとすると、その一つの枝ということになります。 

このように、ＹＭＣＡは、関わる人々の‘人格の成長’と‘生活の改善’を目的とした事業・運動として始まりましたが、

時が流れ、行っている事業・活動・プログラムは時代と共に変化してきました。しかし根本・基本はけっして変わっていませ

ん。ただし敢えて言うなら、１７０年以上を経た現在、かつての目的である‘人格の成長’という言葉は、‘全人的な成長’

という言葉へ。また‘生活の改善’という言葉は、‘共生社会の実現’という言葉に言い換えた方が現代的かもしれません。 

ＹＭＣＡは元々、会員組織で始まりました。会員の自主的な活動・奉仕で組織が成り立ってきたのです。つまりＹＭＣＡに

関わる人々は全員がＹＭＣＡの会員なのです。そのことは今でも全く変わっていません。もちろん学校や各種教室等の諸事業

を経営する主体として組織は法人化され、そこに働く教師や職員と学んだり参加したりする生徒さん達も大勢います。また、

学生リーダーやワイズメン、賛助会員、生徒の保護者の方々などボランティア会員も沢山いらっしゃいます。関わり方は様々

ですがＹＭＣＡに関わる全員が間違いなくＹＭＣＡの会員なのです。 

つまり、冒頭に挙げました様々な事業・活動・プログラムを通して、私達それに関わるすべてのＹＭＣＡの会員が、意識す

るしないに拘わらず、‘全人的な成長’と‘共生社会の実現’という目的に向かって共に歩んでいる場所、組織、仲間、運動

そのものがＹＭＣＡなのです。これが私の「ＹＭＣＡって何ですか？」の答えです。 

さて、ご存じのようにＹＭＣＡはベースにキリスト教があります。 

最後にＹＭＣＡにとって重要な聖書の言葉を記してこの文を閉じさせていただきます。 

イエスは言われた。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。』これが最も重要な

第一の掟である。第二もこれと同じように重要である。『隣人を自分のように愛しなさい。』律法全体と預言者は、この二つの

掟に基づいている。」                        マタイによる福音書２２章３７～４０節 

やまなしＹＭＣＡニュース 

ＹＭＣＡって何ですか？                   
常議員会議長 古屋秀樹 

唐突ですが皆さんにお尋ねします。「あなたと山梨ＹＭＣＡとの関わりは何で

すか？」この質問には多くの皆さんがすぐに答えることができるのではないでし

ょうか。ＹＭＣＡの事業・活動・プログラムを以下に列挙してみましょう。英語

学校、音楽教室、プライムタイム、つぼみグループ、ぶどうの木、バレエ教室、

書道教室、空手教室、サッカー教室、健康体操、ヨガ教室、夏期キャンプ、スキ

ーキャンプ、わいわい地球塾、フクロウくらぶ、フクロウキャンプ、ぽかぽか教

室、きらきら教室、ボーイスカウト、バザー、チャリティーラン、ハイＹ、ワイ

ズメンズクラブ等々、きっと多くの皆さんは以上のどれか一つとは関わりがある

はずです。 

 

 



 職 員 紹 介 

/山梨県指定 障害児通所支援施設 ぽかぽか教室&きらきら教室担当 平賀佳雅/ 

           ぽかぽか教室＆きらきら教室で障害を持ったお子さん、保護者の方をサポートする一 員となり  

            ました。日々勉強の毎日ですが、子ども達の成長に関わる事の大切さをかみしめながら支援し    

            たいと思います。いたらぬ点も多いかと思いますがご指導のほどよろしくお願いします。 

/学童保育プライムタイム（放課後児童クラブ）担当 渡邉賢一郎/ 

4 月からスタッフとして YMCAと関わらせていただくことになりました。YMCAという人と

人の繋がりの中で学び、成長し、それをどう YMCA に還元させられるか。ドキドキしながらま

ずは一歩を踏み出しました。そして、次の一歩はワクワクしながら。宜しくお願い致します。 

/ぶどうの木･野外活動担当 露木 魁人/ 

            ぶどうの木（デイサービス）、野外活動、リーダーリクルートと担当することになりました。メ      

            ンバーの時から関わってきた YMCAで働くことが出来ることをとても嬉しく思います。 

よろしくお願いいたします。 

        「そこに YMCA があることの意味」 

山梨 YMCA 総主事 露木淳司 

（福島支援のために発行された小冊子「ふくしま YMCA」への寄稿文をそのまま掲載します） 

山梨ＹＭＣＡでは2011 年の夏と12 年の春と夏、原発事故の影響で外で

遊べなくなった福島県の子どもたちをキャンプとスキーにお招きしまし

た。特に家族や家を失った子どもたちを含む南相馬の子どもたちと過ごし 

たサマーキャンプは印象的でした。甲斐駒ケ岳の麓、白州町での一週間、

笑顔いっぱいで思いっきり川あそびをしていた子どもたちでしたが、帰りのバスが故郷に近づくに連れ、キ

ャンプソングを歌いながら号泣し始めたのです。バスを運転していた私は、ルームミラー越しに見えるその

姿に戸惑い、感動の涙で目がかすみ、東北自動車道の最後のインターで降り損なってしまいました。次のイ

ンターから遠回りして到着したことも良い思い出になっています。出迎えてくれた企画の責任者に「バスか

ら泣きながら、降りてくる子どもを見るなんて初めてです。」と声をかけられました。私たちと過ごしたその

時間が子どもたちにとって有意義なものになったのかな、と胸をなで降ろせた瞬間でした。 

 震災を超えて、改めて地域に YMCA があるということの意味に気付かされました。東日本大震災の後、

引き続き、茨城の水害や熊本地震など、大小様々な災害が日本列島を襲い続けています。私の記憶では阪神

大震災や中越地震からですが、YMCA の歴史を紐解くと第二次大戦後の焼け野原からの復興や関東大震災

まで遡ることができます。その時、その場所で、先人たちは必要とされる働きを祈りと共に有効に最大限に

実行しました。そして、「そこに YMCA があってよかった」という一言を得ることができたのだと思います。

山梨でもいつ巨大災害に見舞われるかわかりません。そして災害がなくても、「そこに YMCA があってよか

った」と思っていただける存在であり続けたいです。 

 災害は数を重ねるごとに悲惨な現実は増します。でも、その一つ一つが教訓となって、後世の人々の救い

につながっていきます。私たちの働きは小さいものかもしれません。でも、その小さい働きが共感を得るも

のであれば、きっとあとに続く者が現れ、それがムーブメントとなり、やがて大きなうねりとなって日本全

体に、海を超えて世界にまで届くことでしょう。 

 ふくしま YMCA プロジェクトを応援します。復興に長い時間がかかる原発が引き起こした前例のないこ

の事態は決して福島だけの問題ではありません。日本中の YMCA に連なる人が福島に寄り添いたいと願っ

ています。けれども、やはり「そこに YMCAがあって欲しい」と心から願わざるをえません。ぜひ、近い将

来、福島のその地に YMCA 会館を誕生させましょう。 

 



 

つぼみぐるーぷ 

今年度のつぼみさんは５人です。５月に入っ

てだいぶつぼみの生活になれたようです。 

先日、舞鶴公園に初めての園外保育に出かけま

した。お城の坂道をがんばって登ったり、城壁の

窓から町や電車を見たりとたのしく過ごすこと

ができました。つぼみぐるーぷではまだ、園児を

募集しています。途中入園も可能です。対象（平

成26年4 月より平成27年4 月1 日までに生

まれた男女児）のお子様がいらっしゃいました

らぜひご紹介下さい。 

わいわい地球塾 

春のわいわい地球塾はレゴランドやカップヌードルミュージアム等を含めた 6

プログラムに述べ 114 名の子ども達が参加しました。【キッザニアヘ行こう！】

は、特に人気のプログラムで50 名の定員に対して早々に達する状況でした。参加

メンバーは将来に希望する職業を各々に思い描き、選んだ職業の制服に着替え一

生懸命に仕事を体験していました。どの参加メンバーも満足している様子が非常に印象的でした。また移動す

るバスの中ではリーダーが企画するゲームをやったり楽しい時間を過ごしました。 

プライムタイム 

山梨 YMCAの学童保育『プライ

ムタイム』には 22 名の児童が新

たに加わり、総勢 66 名でのスタ

ートとなりました。「自ら創り出

す放課後」モットーに新年度をス

タートさせました。初日の4 月 3

日には、昨年度から続けている児童運営による『プライ

ムタイム祭り』を開催しました。上級生を中心に役割を

分担し、自主的にチラシやチケットを作り、焼きそばや

ボーリング、輪投げなどのお店の運営を行いました。困

った様子の新入生の手を引いてくれるのもちょっぴり

大人びた上級生。児童の手によって、子どもたちだから

こそできた素敵な『春まつり』になりました。南西のぞ

みの家に隣接する公園にて、満開の桜の下でお花見も

楽しみました。 

ぽかぽか教室&きらきらきら教室 

 2 月より開所し、早いもので４ヶ月経ちました。児童も少しずつですが増えています。プロ

グラムにて書道やサッカー、個別に合わせた活動、フクロウくらぶと合同で野外活動（4 月は

カレーオリエンテーリング、5 月はサファリパーク）にも参加しました。 

 【ある児童の 1 日】 

① 来所 

② 買物指導（個別） 

③ 昼食 

④ プライム児童との交流活動 

⑤ 帰宅（送迎サービス利用） 

 この頃は、プライムタイムの子ども達と一緒に遊ぶこともあり、 

声をかけてくれたり部屋を覗きにきたりとお互いに良い刺激になっているようです。今後もみんながきらき

らした笑顔で過ごせるように支援していこうと考えています。お時間ありましたら、ぜひ遊びに来てくださ

きらきら教室&ぽ

かぽか教室の 

マスコットキャ

ラクターの 

ぽっきーらです 

 



 

2016 年度  

永年継続会員賞 
       敬称略―入会日順 

永年継続賞-50 年継続会員賞 

  氏名       入会年月日 

渋江 信俊   1965. 4. 1 

近藤 幹雄   1966. 4. 1 

永年継続賞-25 年継続会員賞 

   氏名       入会年月日 

信田 久江  1990. 1.10 

村田 誠   1990. 1.11 

兼重 珪亜子 1990. 9.26 

高野 孫左ヱ門 1990.12.19 

駒田 勝彦  1990.11.25 

寺田 喜長  1990.11.25 

古屋 秀樹  1990.11.25 

山県 譲治  1990.11.25 

油井 純雄  1990.11.25 

渡辺 隆   1991. 4.22 

鶴田 一郎  1991. 8. 8 

賛助会員の皆様いつもありがとうございます。2016年度に会費を納入頂いた皆様です。敬称略－50音順 

相川貴宏，饗庭裕，赤澤睦子，赤根学，赤羽美栄子，秋山仁博，愛宕町教会，天野とき，網倉左知子，雨宮千之，

雨宮あけみ，荒川洋一，㈱アンク，飯島羨稔，飯田祥雄，石川和弘，石川一男，石川眞一，石川恵美，石川博，石

倉保，石塚誠，石原祥平，石原靖子，石原基平，石原忠治，山梨 LD を考える会｢いちえ会｣，一ノ瀬靖彦，伊藤節

子，稲垣浩司，井上ひろ美，井上雅博，岩間孝吉，㈱ｳﾞｧﾝﾌｫｰﾚ山梨ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ，内山秀行，上矢智幸，遠藤順彦，大

久保広行，大澤英二，大柴百合子，大芝好美，大塚茂，大森金三，大和田節子，大和田浩二，小川昭夫，荻野清，

小倉恵一，長田不動産管理 長田幸子，小澤智之，小野興子，㈱甲斐物産商会，河西敏彦，河西悠，加藤光子，金井

宏素，金丸さぶろう，鎌田巌，神谷尚孝，神山玄太，㈱桔梗屋，北村豊，日本国際ｷﾞﾃﾞｵﾝ協会山梨支部，㈱峡東測

量設計，功刀弘，窪田務，窪田節子，㈱くろがねや，黒田順子，剣持正明，小池亦彦，㈱甲玉社 中村吉雄，甲府市

民合唱団，甲府 21ワイズメネット会，甲府ワイズメネット会，山梨県国際交流協会，輿水順雄，後藤哲夫，後藤

明久，後藤昭子，小林喜美子，小林六郎，小林英子，小林三千男，駒田勝彦，小松栄夫，小松寿恵，五味雅子，五

味醤油（株），近藤幹雄，近藤直子，齊藤洋子，佐藤重良，信田久江，渋江信俊，嶋崎紀代子，清水康，標克明，鈴

木健司，鈴木健司税理士事務所，須藤繁，済本文雄，清田嘉一，清藤城宏，清藤和子，関和夫，仙洞田安宏，大栄

設備㈱，高野照子，高野孫左ヱ門，田草川すみ江，武田信男，田中司郎，田中克男，田村裕江，丹後佳代，茅野崢，

茅野信雄，露木淳司，鶴田一郎，寺田喜長，内藤宥一，中川秀次，中澤文雄，中澤大，仲沢昌郎，中島達人，中田

勝彦，中野敬一，中村正利，中本晶子，中山壽弘，奈良田和也，倪秀成，新田温子，根津宏次，野中正文，野々垣

健五，橋本照雄，早川源，原俊彦，原淑子，原口和貴，平原貞美，廣瀬静男，廣瀬健，深沢裕文，㈲富士タクシー，

二子石宣秀，布能壽英，古屋秀樹，古屋英司，北条繁寿，保坂克子，細川佳美，堀則子，堀江五十鈴，ピーター・

マウントフォード，前島守，正木岳馬，松村豪夫，松村禎夫，眞野玄範，丸茂正樹，三浦洋美，薬袋勝，宮川優子，

武藤五子，村田誠，望月勉，望月喜代子，茂手木寛，柳澤岳，山県譲治，山崎善当，山田知子，山田一功，山本敦

夫，油井純雄，横溝一二，横山善宏，横山宏，和田幸二，渡辺卓子，渡辺徳之，渡辺隆，渡辺富士江  

第 20 回山梨 YMCA チャリティラン 

6 月 10 日（土）小瀬スポーツ公園  

補助競技場にて行います。 

記念すべき20 回大会を開催いたします。 

障がいのある子どもたちに一層支援の輪を広げていくため、多くの皆

様の参加をお願い申し上げます。 

昨年寄せられました善意の結晶は、176 万円にものぼり、障がい児の

ための「フクロウキャンプ」や年間を通じて自然体験活動を行なう「フ

クロウくらぶ」、そして今年から開設した、発達障がい児支援事業、児童

発達支援施設・放課後等児童デイサービスの立ち上げに役立たせていた

だきました。 

 

夏だ！キャンプに行こう 

サマーキャンプの受付が始まります。 

はじめての子には一泊わくわくキャンプ、経験

のある子にはヨットやカヌーのキャンプ、戸隠 

にんにんキャンプ、恒例の障がい児フクロウキャンプ、富士登山キャン

プと盛りだくさん。日替わり体験学習「わいわい地球塾」も 19 本用意

しました。自然体験からお仕事体験など、山梨県内外の様々な施設を訪

問します。遠くは東京お台場や横浜のみなとみらいなどプログラムも定

員になり次第締切です。お早めにご予約ください！ 

 


